
鳥の繁殖と生殖腺刺激ホルモン

多くの方には、はじめましてとご挨拶しむければなりません一

私は10年来、早稲田大学の石居進先生のご指導の下、鳥の繁殖に

関わるホルモンの研究をしていますこ昨年度の大会では運営のお

手伝いをさせていたfごきましたので、ご記憧の方がいらっしゃい

ましたら幸いです＝なぜ私のような者に、記事を書かせていただ

く機会が訪れたのか、正直に申し上げて、かなり偉る気持ちがあ

りましたごしかし、色々な方とお知り合いになるための、またと ， 

菊 地 元 史

ない機会であると、気持ちを奮い立たせた次第です。私たちの現 ~· , L 去7

在の活動を中心に、鳥の繁殖を支配している生醐刺激ホルモン まーさ I t三
の研究の現況について、ご紹介したいと思いますこ自然、好きが高 三一 3 f，手

じてこの世界に入った私には、常に実験室と野外を結んだ研究を夢見ているところがありますご

野外で活躍されている方々と知り合い、お互いの研究を深めることができればと思っておりま

す。昨年度の大会の成果ではまだまだもの足りません。この記事は言わば、 2度目のプロポー

ザルですご

ご存じの通り、多くの鳥は日の長さが長くなったことを合図に繁殖を開始します。日長の変

化を感じるのは脳ですc 情報はどのようにして遠く離れた精巣や卵巣に伝えられるのでしょう

か。これには、神経とホルモンの 2つの機構が関わりますご生殖腺の発達を直接支配している

のは生殖線刺激ホルモンです。このホルモンは脳下垂体という器官で合成されて血液中に分E必

され、血流に乗って運ばれます。精巣や卵巣はこれを信号として受け取って、活動を開始する

のですこ生殖腺刺激ホルモンの護度は、血液 1ml当たりに lgの十億分の l程度と、極々徴量

ですが、放射免疫測定法という方法で測定することができますc

それでは、本当に生殖腺刺激ホルモンの血液中の濃度の上昇が、繁殖期に対応しているので

しょうかこ東京医科歯科大学の和田勝先生は、家禽のウズラを屋外で自然、状態に近づけて飼育

し、生殖腺刺激ホルモンの血液中の濃度が 1年を通してどのように変化するかを調べられまし

た。ホルモン重度はまさに 4月から 8月まで、繁殖期だけに顕著に高まり、その他の時期は極

く低い値を示しました。それでは、ウズラはどのような環境要因を手掛かりに、生殖腺刺激ホ

ルモンの分泌を調節するのでしょうか。この間いには、実験室内でいろいろな条件の下でウズ

ラを飼育して、ホルモン護度の変化を謁べた実験で答えられます。ホルモン護度は、まさに日

長が長くなったことが引き金となって上昇するのが確認できます。ウズラに隈らず、多くの他

の種でも同じです。多くの種では、そのまま日長の長い条件を続けると、やがて光刺激に応じ

なくなり、ホルモン濃度が低下します。この現象は光不応と呼ばれていますごこのことで、ま

だ日が長い季節に殆どの野鳥が繁殖を終えてしまうことの説明ができます。しかし、ウズラに

は光不正、がないと言われています。和田先生の研究によりますと、ウズラの生殖腺刺激ホルモ

ン護度が下がり、繁殖が終了するためには、臼が短くむることと、気温が下がることのふたつ

の条件が必要です。先生は今、この機構の生態学的な意味を探しておいでのようですー
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巻頭言

今まで述べた実験のように、ホルモンの分泌量の変化を知るためには、血液を試料として用

いますc しかし、野鳥では多くの場合、捕まえて採血することが困難であったり、慣られたり

します。そこで、糞の中に含まれているホルモンを分析することで、血液中のホルモン震度の

変化を推定する手法が取られることもあります。この手法は当初、和田先生と私たちの研究室

の共同で開発を始めました。帯広畜産大学の小重量弘美さんのカワガラスの研究をご存じの方も

多いはずです。ただし、この方法で測定できるのは、生殖腺刺激ホルモンではなく、生殖腺刺

激ホルモンの作用で生殖腺より分泌される性ホルモンです。性ホルモンは性行動を起こすなど

の働きをするホルモンです。この方法ならば、野鳥にも比較的簡単に応用できると考えられま

すので、鳥の生態を内分泌学的に説明することも可能になるのではないでしょうか。私たちは、

ストレスの状態を反映するコルチコステロンと呼ばれるホルモンも糞から測定しています。こ

れまでに、この方法でライチョウの行動の季節変化とホルモンとの関係を調べました。その成

果は昨年度の大会でご報告しましたので、ここでは省きます。

さて、生殖腺刺激ホルモンはタンパク質ですから、その基本的な化学構造であるアミノ酸配

列はそれぞれの遺伝子に書き込まれています。今まで述べたように、ホルモンの分泌量は環境

要因によって明瞭な調節を受けています。では、遺伝子はどうなのでしょうか。遺伝子が活性

化されてタンパク質が合成されるときには、対応するmRNAが合成されます。このmRNAの

量を測定することで、遺伝子が活性化されているかどうか、即ちホルモンの合成がその時点で

行われているかどうかが判断できます。今では、クローン化されたホルモンの遺伝子を用いてJ
mRNAの量を測定する技術があります。（尤もこの遺伝子のクローン化の仕事はなかなか一筋

縄にはいきません。私自身、つい量近成功するまで、随分振り回されました。適切な技術ゃあ

る程度の運も必要ですが、うまく L、かない時にめげない根性の方が重要なようです。どこの世

界でも同じです。）私たちは、和田先生のホルモンの副定に倣って、遺伝子の活性化が季節に

よって変わるのかどうかを調べてみました。その結果、ウズラでは生殖線刺激ホルモンの遺伝

子は l年中同じように活動しているのではなくて、繁殖期の少し前から活動が盛んになって、

繁殖期の聞は活発な活動を続け、非繁殖期には活動が低くなることがわかりました。つまり、

遺伝子の活動も環境要因を手掛かりに、調節がなされていると推察されます。今後、生殖線刺

激ホルモンの遺伝子の活性化が、いろいろな環境要因やストレスによって、どのように影響を

受けるのかといったことを調べて行くつもりです。また、ある遺伝子の活動を調節する機構は、

その遺伝子の中の特定の領域に存在することがわかっています。現在ではこの調節領域と呼ば

れる部分の解析も盛んになっています。研究が進み、その成果が烏の種ごとの生態と結び付け

て論議されるようになれば、すばらしい研究として発展するのではなL、かと楽しみにしていま

す。

さて、まだまた‘魅力的な話題はたくさんあります。脳で感じた日長の情報が内分泌学的な情

報に重き換えられる巧妙な機構、そして生殖腺の側でホルモンに対する感受性が変化すること

の役割など。ただ、すでに多くを盛り込み過きーています。ここまでにします。まとまりのない

文章でしたが、鳥学の内分泌学からのアプローチの現状が少しでもご理解いただけましたでしょ

うか。

終わりに、改めて文章を書いていると、卒業研究のために初めて石居先生の研究室を訪れて、

「試験管内に留まらない生理学を目指したい」などと臆面もなく言ったことを思い出して、顔

が火照ってくるのを感じます。私にとって、実験室での研究の先にある筈の野生の鳥の姿、 10

年以上たった今でもまだ、ほんの時折垣間見えるだけです。でも、今年の沖縄の大会が楽しみ

です。顧わくは、多くの方と存分に論議できますように。

（早大・教育・生物）
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北海道鳥学セミナー

第 4回 北海 道鳥学セミナ一報告

Lる3J J 9 l 1、1011；：：＿.；：；.，よの会研修センター

において、 ~'3 4 凹北海.i.uJ.~字セミナーが!lrJH!i

されましたここのセミナーは，1!'rWからlj''.? 

r,,Jのベースで開催され、校〔11J]頃）；ま北大

か、冬（ 3月頃）は｛i；.広所産大学がすf務局を

受け持って行ってきましたc 1FJ[!ilほ北大応川

動物教室（担巧者：高木目興・林英子）が

主催で、「北海道における希少fl.;額研究の現

玩と烏額生態学研究」というシンポンウムと

Lて開催されました。今回は帯広高産大学

（担当者ー木下償）が主催で卒議・修論発

表と社会人研究者の研究発表といった形式で

行われましたこ

今回発表していたた、いた方々の名前とテー

マを申し上げますと、 1日目が「コシジロウ

ミツバメにおける給餌の調節」／高橋晃周

（北大・理・動物）、「十勝地方における野鳥

の交通事故死」／筒捌美幸（帯広畜大・野生

動物）、「落葉広葉樹におけるアカゲラの営

巣木選択」／高田由紀子（北大・農・森林）、

「帯広地方の樹詞性の鳥の巣に生息する昆虫

類について」／羽倉正（帯広畜大・野生動

物）、「防風林（針葉樹）と直立林（広葉樹）

：餌資源の差がニュウナイスズメの繁殖に与

える影響J／奈~永（岩大・農・野生動物）、

2臼目が「烏害防除と鳥害研究」，f 松岡茂

（森林総研北海道）、「・95／・96冬期韓国越冬

水鳥類の調査報告」ノ韓尚勲（北大・農・応

動1、「オオタカの巣はなぜおおきいのか

米川洋（ハヤブサ研究グループ1」でしたc

このセミナーはこれまで、，j、さな学会といっ

f主ーー s’i

a ---~--~~' ~‘－ょ~草
ごもi";;

木 下 慢

た＿I~ 仁で iIわれてきました＝ 1 Jr,Jのぞミ－：－ー

に参加する人はだいたい40人f正1iご会場；二．二

受付があり、党＆.立スライドやOP.戸、ピテ

オを使い、！本軍！川にお茶やお茶采f0 !l]：きす

るといったHf7です：もちろん懲税会もあり

ますご 1FJ副とf1ij々 回はエクスカーションもij

いまし たc 学会と少し見なるのは、会場と1(

,E！ら；；売が絡でセミナ に；長f二人か持！：！とと

ころに宿泊するという点ですご懇桜全 1次会

は宿泊施設の食堂等を用いますが、 2次会；二

lつの宿泊部里に入って行われるため、一般

的な学会よりも研究者同士、交流を深めるこ

とができるし、研究について長くディスカノ

ションすることもできますっ 4回のセミナー

ともに夜中の 2 時、 3 時まで~t：ま続きました＝

北海道という広い地域から人が集まって行

われるため、きちんとした形式で行おうと考

えるとどうしても小規模な学会形式になって

しまいますc 今回このセミナーの形式等につ

いてアンケ 卜をとってみましたc やはり多

くの人が堅苦しさを感じていたようでしたご

もっと雑談的発表を望む意見が多くあり、逗

L、時間で短報的な発表を多くする圭か、ポス

ター形式で自由に話をするとかなどの意見が

でました。また、レクチャー的なもの、例え

ばパンディング実習とかまl製づくり実習とか

いったものもおもしろいので；まという意見ら

出されましたc まだこのセミナ 二できて習

もないので、試行錯誤の段階ですが今後いろ

いろと趣向を採らしたセミナーを行って、－

--'-, 
7き

1/j：で~
.. 哩E ’F J‘ ..... ’聞
指曹司司、a・... ご一一

ー：雇LF哩Eヲ
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北海道鳥学セミナー

のセミナーをいい意味で楽しくおもしろいも

のにしていけたらと考えています。

このセミナーに関して興味をお持ちの方は

下記のいずれかにお問い合わせ下さ L、。

帯広畜産大学野生動物管理学研究室

TEL:0155-49 5115 (5503) 

FAX:0155-49 5504 
e ・ ma1l:makoto@obihiro.ac.jp 

（木下慎）
研究室紹介⑭

北海道大学農学部応用動物学教室

TEL:011 J侃 2491

FAX:011 757 5595 

e ・ mail: masa@res.agr.hokudai.ac.jp 

（高木昌興）

北海道大学農学部応用動物学教室

私たちの研究室は農学部の生物資源科学科

に属します。大学院は修士課程と博士課程を

持ちますが、こちらは農業生物学専攻となり

ます。先年までは理3系で受験した者が、 1

年半の教養課程をおえて学部へ移行する段階

で学科に配属となっていましたが、今年から

は農学部の総合系か生物系で受験した者が3

年目に各教室に分かれることとむります。学

部は l学年5名程度で、大学院は修士2、博

士 1名程度の構成で、現在当教室の学生は学

部生12名、大学院生12名、他5名です。東ア

ジアのモグラ、トガリネズミ類の分類、生物

地理および生態を研究している阿部永教授が

農林生態研究室に移りましたので、現在教授

を公募中です。阿部先生は北海道に生息する

中大型崎乳類の保護と菅理手法の確立にも方

を注いでいます。助教授の斎藤裕先生は植物

寄生性のダニ（ハダニ）の生物学的防除、こ

れに関連して個体群動態、また最近は社会生

物学的研究を日本全国を駆け巡りながら、さ

らに、環境をコントロールした実験室内で培

養をおこないながら進めています。伝統的に、

応用科学的な教育研究にも力をいれています。

動物生態学、応用動物学、応用動物学実験を

開講しており、雨竜の演習林で動物のセンサ

ス方法の夏期実習をしています。現在学生は、

エゾシカ、エゾリス、サンショウウオ、クモ、

ハダニ類をあっかい行動生態学的な研究を、

またハダニを使って遺伝学的研究をしていま

す。

さて鳥の仕事ですが、私は、北海道の天売

島で、 1）潜水性海鳥（ウミウ、ウトウ）の

採食生態とそれに関わる生理的制約の研究、

2）採食ニ 7チの大きく異なる 4種の海鳥の

綿貫 豊

館情成と繁殖生態のモニタ 1）ングとその保護

に関する研究の 2つを混成チ ムで行ってい

ます。また極地研究所が中心となって進めて

いるアデリーペンギンと海氷変動の関係を研

究するプロジェクトにも参加しています。学

生の研究テーマは次のとおりです。 1等士課程

と修士の学生が天売島でウトウの繁殖と体重

調節に関する生理生態学的研究と、雛の餌要

求量の実験的操作に対する親の反応の研究を

しています。採食と繁殖にかかるエネルギ

収支を損l定したいというのが、目下の悩みの

ひとつですが、生理学的な訓練を受けたメン

バーがいないので四苦八苦しています。また、

博士課程学生が十勝の山すそでシマフクロウ

の森林環境の利用とその保護管理、札幌郊外

の農耕地でモズ類の採食効率と繁殖成績の関

係を研究しているほか、学部生が、北大農場

でヒバリのさえずり頻度の季節変化を調べて

います。また、私たちの研究室では、都市林

における樹詞営巣性鳥類の数と巣箱や給餌な

ど人為的操作の関係の研究を大学構内でやろ

うと計画中です。

これらの研究スタイルは、野外観察と野外

操作実験を基本としており、大型で追跡困難

な鳥ではラジオトラッキングやデ タロガ

も利用してデータを集めています。最近は身

近な鳥で密度の濃いデータ集める学生が多く、

それはそれで非常に結情なことですが、より

困難なフィールドを開拓しようという人が少

ないのは少々良念でもあります。

自慢できるこ主ではありませんが、就職状

況は決してよくありません。教員、国公立の

農林業研究機関、アセスメント会社、博物館

などが潜在的な就職先です。
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中国での野外調査事情

地球環境保全の重要性が増加する中で、鳥

類学の分野でも日本からも多くの国へ研究者

が出かけて野外調査が行われるようになって

きました。ところが、すぐ近くの国である中

国での調査はあまりありません。

中国は、日本に近い大陸であり、地誌的な

種の供給源として、日本にやってくる渡り鳥

の繁殖地や中継地、越冬地として重要な場所

でありますが、東部の肥よくな地域はほとん

と開発が進み、生息地として残されている部

分は極めて少なくなっています。生物地理的

な生息種構成や生態について日本と比較する

ことは、学術的にだけでなく保護上でも重要

です。特に渡り鳥の保護については、中国で

の生息地が保全されるかどうかが日本にやっ

てくる烏の保護に直結します。しかし、中国

は広い国土を持ちながら研究者は多いとは言

えず、国際的な環境保全の流れの中で中国政

府も生物多篠性や湿地の調査ための研究予算

も付lj始めていますが十分とは言えません。

また、調査内容も水鳥なと大型の，号類の生息

確認と営巣調査が中心で、森林性や草原性の

鳥類の生息密度などはほとんど資料がないの

が実状です。日本から研究者が出かけて、現

地の研究者と共同謁査を行う必要性は高いと

言えます。たぶんこれから増えると思います。

というわけで、烏学ニュースの編集部から多

少なりとも中国での調査経験がある私にお鉢

が回ってきました。私も中国での調査は遼宣言

省の盤錦湿地で4年と黒龍江省の三江平原で

3年ほど行ったた＇ ljーなのですが、その中で気

のついたことを書いて見たいと思います。

野外調査には、地図は不可欠なものですが、

中国でもっとも苦労するのがこの地図の入手。

実は全国をカバーする 5万分の 1の地図があ

るのですが、軍事機密となっているために中

国の研究者でもほとんど手に入らないのが実

状です。市町村や農場などの地元施設が、開

発計画立案のために持っている地図を見せて

もらえることもありますが、コピーをとらせ

金井裕

てくれるには、かなり仲良くならなければな

りません。

比較的容易に手に入るのは街の本屋で売っ

ている省内の道路地図で、これも建て前は外

国人には売ってはいけないことになっていま

すがうるさく言われたことはありません。し

かし、これも縮尺はよくて10万分の lぐらい

ですから、細かいところはわかりませんし、

道路の位置が変わっていることもしばしばで

す。また、地元の人は地図を見ることもほと

んどないため、地図上でどこにいるか尋ねて

もわけのわからない答えが返ってくることに

なります。尋ねた時に何人かいるとたいてい

大論争がまき起こります。

したがって、自分のいる位置をはっきり記

録しようとするならばGPS(GlobalPosition 

ing System）はどうしても必要になります。

GPSは、人工衛星からの電波を受信し自分の

位置を計算する機械で、今は小型で高性能な

ものがあります。国によっては、このような

新しい（えたいの知れなL、）電子機器を持ち

込めないことがありますが、中国では引っか

かったことはありません。

調査地の環境などを見る時に、衛星画像写

真を入手しておくと便利ですし、地図代わり

にもなります。電子データでなく、あらかじ

め写真を注文することもできますし、バゾコ

ンで処理する低価格のゾフトもリリースされ

てきました。

現地では生活面でもいろいろと問題が生じ

ます。とにかく外国人なんか来ることはほと

んどないような所へ行くことになると、歓迎

会の嵐が夜に昼に吹き荒れることになります。

研究者同士ならそれほどでもないのですが、

市長さんだの、場長さんfこのが取っ替え引っ

替え歓迎会を開いて、強力なお酒の乾杯セレ

モニーに見舞われます。その費用が全部宿泊

費に付けられて請求される場合も多々ありま

すので、腹を立てないようにc

お酒の方は、私のように 1請も飲めないよ
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うな人でなければそれlまと，，＿＿，.

うが、 II与In］のロスと三う，t

ります。なにしろ、 1MI4では1f:''1を「Iるi句作i

がないこともあり、わざわざ 1時間以 lーもか
けて町までお昼を食べにもどるなんという設

定になったりします。

地;i:の人が「珍しいお客さんどからJとい

う意識が強すぎるんで、外国人に限らず人の

移動が少ない中国の事情からくることでしょ

う。そのうち変わると！よ礼、ますが、今の所は

J.！：怖をして、 .l司f・tK1IHJについては余裕を持っ

てdf-phjをたて、あとは効ネよく動けるよう現

地で交渉するしかないでしょう。

もっとも主要なことは、 JJ並みですが調査・

研究を行う時のカウンター・バ トと十分連

絡をとって、調資内容に凶Iしたfi動計画を作

ることです。

（日本野鳥の会研究センター）

日本鳥学会員近畿地区懇談会の近況報告

日本烏学会員近畿地区懇談会のこの 2年間

の近況を報告します。本会は近畿地方に在住

の日本烏学会員を中心iこ憐成され、年に 3回

開かれる例会での研究発表と討議などをとお

して、会員聞の交流と情報交換をはかること

を目的としています。 1978年に結成されて以

来今年で18年目を迎え、初年度49名だった会

員数も少しずつ増えて、今では倍の100名近

くにまでなっていますむ例会が回を重ねて50

回を数えたのを記念して、一昨年の 5月には

信州大学の中村浩志氏を軽井沢にお招きし講

演をしていただきました。私は残念ながら出

席できませんでしたが、非常に有意義な楽し

い全であったと聞いています。このほかにも

以下のように 5回の例会と l回のspecial

lectureを行いました。第52回の例会は f希

少量禽類の保護Jというテーマでの企画だっ

たのですが、 4日前に突然、の大震災に見舞わ

れ会員のなかにも被災された方が多数いらっ

しゃったため、延期すべきかどうか迷いまし

た。英語での講演を聞く機会が 2回もあっ大

ことも特筆すべきことかもしれません。しか

し私が2年間事務局をやらせていただいて伺

よりも感じたことは、この会が本業のかたわ

らに鳥の謁査研究を続けていらっしゃる、い

わゆるアマチュアと呼ばれる方たちのパワー

によって支えられているということです。そ

れは講j寅者の顔ぶれを見ていただいても分かっ

ていたt~けるでしょう。彼らおよび彼女らの

研究に対する情熱と鳥を愛する心にふれると
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日野輝明

き、私自身いろいろなことを教えられ、そし

て頑張らなければと奮い立たされます。これ

からもこの会が関西の「鳥人」たちの互いの

刺激となり、かといって片意地の張らないサ

ロン的な集まりとして発展していければいい

なと思っています。

〈第50回記念例会） 1994年 5月21日～22日、

軽井沢星野孟泉ホテル、参加者21名：托卵鳥

と宿主の攻防戦（中村浩志氏）

〈第引回例会） 1994年 9月17日、大阪市立大

学理学部、参加者20名：①カラス 2種の崎行

動の諸特徴（中村純夫氏）．②マツコリー島

の自然、（西海功氏）；③総会

〈第52回例会） 1995年 1月21日、森林総合研

究所関西支所、参加者22名①イヌワシの生

息状況と体系的保護施策（山崎亨氏）；②オ

オタカの生息環境としてのアカマツ林の構造

およびその保全の試み（樋口行雄氏）．骨量

禽額の繁殖生態と保護菅理技術、イヌワシか

らハチクマまで（池田善英氏）

〈第53回例会） 1995年 4月15日、大阪市立大

学理学部、参加者17名：①鴨川における淡水

力モ類の越冬生態（渡部健氏）；②ヒメアマ

ツバメはなぜコンアカツバメの巣を利用する

のか（堀回目伸氏）：③総会

〈第54回例会） 1995年 8月5日、兵庫県立人

と自然、の博物館、参加者19名：①コシアカツ

バメの尾羽根にみられる白斑について｛大域

明夫氏）：②オオヨシキリにみる繁殖なわば

りの形成と維持（江崎保男氏）



学術集会

〈第55回例会） 1995年12月9日、森林総合研

究所関西支所、参加者21名－①ケリの攻撃行

動について（中川宗孝氏）：②アラビアヤブチ

メドリの畿の攻撃行動について（能回由紀子

氏）．③京都府南部における近年の希少猛禽

類の繁殖例について（近藤恭司氏）；④Birds

and their habitats in North East Asia 

(A.V.Andreev氏）

(Special Lecture) 1995年12月17日、大阪市

立大学理学部、参加者16名 Ecologyof two 

species of wood warblers in fragmented 

Canadian boreal forests (N .Sodhi氏）

関 連

【新事務局 干546大阪市東住吉区長居公園

1 -23大阪市立自然史博物館和田岳】

学術 A 
コ：：.；：

（森林総合研究所・関西支所）

議

1996 8月20～24日 第7回国際、ライチョウシンポジウム（フオートコリンス.no.57) 

第3回国際ペンギン会議｛ケープタワン）9月2～6日

9月14～16日

9月18～20日

9月23～24日

9月29～10月4日

10月2～ 5日

10月5～9日

10月27～28日

12月1～ 8日

日本鳥学会大会（沖縄国際大： no.59)

日本動物学会第67回大会（札幌）

橘川次郎教授退官記念集会（プリスベン： no.59)

第6回国際行動生態学会議（キャンベヨ no.55) 

第2回国際猛禽類会議（ウルビノ・イタザア； no.59)

南半球鳥類学会議（アルパニー：；本号）

鳥類内分泌学会（広島．本号）

1997 3月末

第9回パンアフリカ鳥学会議（アクラ・ガーナ： no.56)

日本生態学会第44回大会（札幌）

関連分野の学会大会・シンポジウムに関する情報をお知らせください（〆切： 2カ月前）

学術集会のお知らせ
南半球鳥類学会議

オーストラリアのキャンベラで行われる国際行動生態学会議のあと、 1996年10月5～ 9日に

オーストラリア西部のアルパニーで南半球鳥類学会議（Southern Hemisphere Ornithological 

Congress）が開催されます。

お問い合わせ： Prof. Brian Collins 

School of Environmental Biology.Curtin Unversity of Technology. 

GPO Box U1987.Perth.WA 6001 

FAX. : +61 9-351-2495 

E-mail ・ B.Collins@info.curtin.edu.au 

鳥類内分泌学会

日
A 
zエ

程： 1996年10月27～28日

場：宮島観光会館（広島県佐伯郡宮島412)

費 用：参加費 2.500円懇親会費 6.500円宿泊費 5.500円

お問い合わせ：東広島市鏡山 1 7 -1 広島大学総合科学部脳科学研究室

筒井和義先生

TEL.飽 24-24 -6 5 7 1 

E-mail ・ tsutsui@ue.ipc.hirosima-u.ac.jp 
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お知らせ

【事務局】

こ前年 1}995）度、 1L・:r広之氏ょっ50.り00円の寄付を頂きましたこ事務局の手違いで

報舎が遅れましたことをお詫びするとともに、紙面を借って感謝しますミ

ご藤巻福蔵氏より46.80Wl、花岡典夫氏より5.000円の寄付を頂きましたこ紙面そ借り

て感謝しますご

；〉事務局のFAX番号が変更になりましたc

FAX a侃 605 3 1 , 2 T E L 06 605 2 6 0 7 

ご国際鳥学セミナー開催に対して文部省平成8年度科研費補助金シンポジウムl!!;或金

830.000円が交付されることになりました。

つ日本鳥学誌の出版に対して文部省平成 8年度科研費補助金学会誌出版助戒金

580.000円か交付されることになっましたc

お得なお知らせ

昨年、日本鳥学会誌の創刊80胃年を記念してアテネ書房から「鳥」の創刊号から第話号

(1994年〕までの復刻版全11巻が発刊されました。定価は128.000円ですが、今回、会員先

着品名さまに限り 100.000円（送料込み）でおわけしますっ希望の方はお早めに事務局ま

でご連絡下さ L、。

、．
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